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〇
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台
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二
〇
〇
九
年
新
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イ
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ル
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ザ
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台
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そ
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影
響
に
関
す
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健

1
．
問
題
意
識

本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
四
月
に
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
現
在
はA

/H
1N
1 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
に
お
け
る
仙
台
市
の
広
報
対

応
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
仙
台
市
の
広
報
対
応
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
広
報
対
応
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
本
稿
で
使
用
す
る
広
報
対
応
は
、
行
政
が
実
施
す
る
対
応
（
行
政
対
応
）
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
に
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
仙
台
市
の
取
り
組
み
は
、
後
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
「
仙
台
方
式
」

五
五
一
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と
名
づ
け
ら
れ
、
そ
の
独
自
と
も
い
え
る
行
政
対
応
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
が
二
〇
〇
五
年
に
鳥
由
来
のH

5N
1 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
想
定
と
し
た
「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
都
道
府
県
に
対
し
て
も
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」

の
作
成
を
求
め
、
宮
城
県
も
二
〇
〇
五
年
に
「
宮
城
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
行
動
計
画
を
」
を
作
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
事
前
に
発
生
す
る
想
定
の
も
と
、
国
と
都
道
府
県
を
中
心
に
計
画
が
進
ん
で
お
り
、
市
町
村
に
関
し
て
は
直
接
的
に

事
前
計
画
の
作
成
義
務
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
仙
台
市
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
起
こ
っ
た
場
合
、
人
々
の
健
康
や
社
会

経
済
の
機
能
に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
あ
た
え
る
可
能
性
を
鑑
み
て
、「
市
民
の
健
康
を
守
り
、
安
全
、
安
心
を
確
保
す
る
た
め
」
に
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
高
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
国
及
び
県
の
計
画
等
と
調
和
を
図
り
対
応
す

る
方
針
を
決
め
た
（
仙
台
市　

二
〇
〇
六
ａ
、
一
頁
）。
そ
の
た
め
、
二
〇
〇
六
年
に
「
仙
台
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
関
す
る

基
本
方
針
」
を
作
成
し
、
以
後
、
仙
台
市
は
国
や
県
と
連
携
を
と
り
つ
つ
も
独
自
の
方
針
を
う
ち
だ
し
、
実
際
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
対
応
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
厚
生
労
働
省　

二
〇
一
〇
ａ
、
二
一
頁
）。

そ
こ
で
本
稿
は
、
仙
台
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
、
と
り
わ
け
、
広
報
対
応
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
策
と
し
て
、
う
が
い
や
手
洗
い
、
十
分
な
休
養
、
感
染
し
た
と
思
わ
れ
る
人
の
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
個
人
レ
ベ
ル
で

の
対
応
は
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
個
々
の
予
防
意
識
の
高
さ
が
感
染
の
拡
大
防
止
に
な
る
。
た
だ
し
、
ひ
と
た
び
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
れ
ば
、
人
の
移
動
が
流
動
的
な
現
代
社
会
に
お
い
て
、
蔓
延
す
る
可
能
性
が
高
い
。
ゆ
え
に
、
国
や
地
方
自
治

体
が
中
心
と
な
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
特
に
、
二
〇
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
海
外
（
メ
キ

シ
コ
）
で
発
生
し
、
当
初
考
え
ら
れ
て
い
た
毒
性
と
異
な
る
場
合
（
1
）

、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
に
関
す
る
情
報
、
国
や

五
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地
方
自
治
体
の
対
応
に
関
す
る
情
報
、
感
染
地
域
の
情
報
、
個
人
が
出
来
る
予
防
策
の
情
報
な
ど
、
人
々
が
身
を
守
る
た
め
に
は
国
や
地

方
自
治
体
に
よ
る
情
報
の
伝
達
手
段
と
し
て
の
広
報
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
る
（
2
）

。
ま
た
、
広
報
は
そ
の
性
質
上
、
情
報
を
扱
う
た

め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
ら
ず
全
て
の
行
政
対
応
に
関
係
す
る
問
題
で
あ
る
（
3
）

。
そ
れ
ゆ
え
、
情
報
が
人
々
に
行
き
わ
た
る
過
程
は

行
政
対
応
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
は
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
仙
台
市
が
行
な
っ
た
二
〇
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
広
報
対
応
、
と
り
わ
け
、

事
前
対
応
策
（
事
前
準
備
）
と
事
後
対
応
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
仙
台
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

関
す
る
広
報
対
応
に
は
い
か
な
る
特
徴
が
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
更
に
、
仙
台
市
の
広
報
対
応
を
踏
ま
え
、

二
〇
一
二
年
八
月
に
実
施
し
た
仙
台
市
医
師
会
会
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
仙
台
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
広

報
対
応
は
医
師
か
ら
見
て
、
市
民
に
対
し
て
ど
の
程
度
影
響
が
あ
っ
た
の
か
考
察
す
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
、「
仙
台
方
式
」
と
い
わ
れ
る
仙
台
市
の
独
自
の
行
政
対
応
が
上
手
く
い
っ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
広
報
対
応
が
あ

て
は
ま
る
の
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
が
、
本
研
究
で
使
用
す
る
「
広
報
」
と
は
国
や
地
方
自
治
体
が
国
民
、
住
民
に
対
し
て
行
う
情
報
伝
達
全
般
と

定
義
し
た
上
で
、
仙
台
市
の
広
報
対
応
に
つ
い
て
、
以
下
で
は
分
析
、
考
察
す
る
。

2
．
行
政
広
報
と
リ
ス
ク

二
〇
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
仙
台
市
の
広
報
対
応
の
分
析
を
す
る
に
あ
た
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
リ
ス

ク
（
4
）

に
関
す
る
情
報
の
伝
達
が
い
か
に
重
要
か
、
ま
ず
は
そ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
対
応
と
し
て
の
広
報
が
新

五
五
三
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型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
に
と
っ
て
情
報
を
知
る
有
効
な
源
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
そ
の
影
響
を
無
視
で
き
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
広
報
を
行
え
ば
よ
い
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
情
報
伝
達
が
市
民
に
対
し
て
ど
う
い
う
影
響
を
及
ぼ
す
の

か
と
い
う
こ
と
は
、
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
限
ら
ず
、
人
々
は
あ
る
リ
ス
ク
が
迫
っ
た
際
に
、
そ
の
リ
ス
ク
に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
て
い
る
（
不
確
実

性
）、
ま
た
は
リ
ス
ク
に
対
す
る
科
学
的
な
知
見
が
不
足
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
（C

ohen　

二
〇
〇
二
）。
こ
の
よ
う
に
、
モ
ラ
ル
パ
ニ
ッ
ク
の
研
究
は
、
専
門
性
が
高
い
情
報
を
人
々
が
理
解
し
て
、
知
識
と
し
て
有
し
て
い
れ
ば
、

し
か
る
べ
き
対
応
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
文
脈
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る

「
欠
如
モ
デ
ル
（defi cit m

odel

）」
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
「
欠
如
モ
デ
ル
」
は
、
あ
る
リ
ス
ク
に
対
し
て
科
学
的
に
正
し
い
知
識
を
有
し
て

い
な
い
人
は
、
そ
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
理
解
が
十
分
に
な
い
た
め
に
、
非
合
理
的
な
行
動
を
起
こ
し
て
し
ま
う
と
い
う
考
え
に
た
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
科
学
的
に
正
し
い
知
識
を
人
々
に
植
え
付
け
よ
う
と
考
え
る
一
連
の
研
究
で
あ
る
（
藤
垣
ら　

二
〇
〇
五
：
二
〇
〇
八
）。

こ
の
「
欠
如
モ
デ
ル
」
に
従
え
ば
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
リ
ス
ク
を
人
々
が
正
し
く
理
解
す
れ
ば
、
つ
ま
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
関
す
る
人
々
の
リ
テ
ラ
シ
ー
が
あ
が
れ
ば
、
少
な
く
と
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
不
安
を
感
じ
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
5
）

。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
限
ら
ず
行
政
の
広
報
対
応
も
、
あ
る
リ
ス
ク
に
関
す
る
情
報
を
市
民
に
提
供
し
、

そ
の
知
識
が
リ
ス
ク
を
個
人
的
に
回
避
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
人
々
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

様
々
な
情
報
へ
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
突
然
迫
り
く
る
リ
ス
ク
に
対
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
そ
の
他
の
媒
体
か

ら
流
れ
る
行
政
か
ら
の
情
報
や
専
門
家
か
ら
の
情
報
に
頼
り
、
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
行
政
か

ら
出
さ
れ
る
情
報
は
人
々
に
と
っ
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の
回
避
や
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
際
の
一
つ
の
手
段
と
な
る

五
五
四
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の
で
あ
る
。

で
は
、
仙
台
市
は
二
〇
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
情
報
を
提
供
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
ど
の

よ
う
な
事
前
準
備
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
事
前
対
応
と
し
て
、
仙
台
市
の
広
報
の
事
前
対
応
に
あ
た
る
「
仙
台
市
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
」、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
広
報
計
画
」、
二
〇
〇
九
年
に
作
成
さ
れ
た
「
メ
デ
ィ

カ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
概
観
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
後
の
広
報
対
応
に
つ

い
て
分
析
を
行
い
、
仙
台
市
の
広
報
対
応
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
後
、
仙
台
市
の
診
療
所
の
医
師
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
か
ら
仙
台
市
の
広
報
対
応
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

3
．
仙
台
市
の
広
報
対
応
の
分
析

事
前
対
応
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
以
前
の
広
報
体
制
に
つ
い
て
）

以
下
で
は
、
仙
台
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
の
事
前
対
応
策
で
あ
る
「
仙
台
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
関
す
る
基

本
方
針
」、「
仙
台
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
広
報
計
画
」、
二
〇
〇
九
年
に
作
成
さ
れ
た
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
書
か
れ
て
い
る
広
報
体
制
に
つ
い
て
概
観
し
、
分
析
を
す
る
。

ま
ず
、「
仙
台
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
全
体
的
な
特
徴
と
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対

応
とH

5N
1 

の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応
を
分
け
て
事
前
対
応
策
を
練
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
国
が
二
〇
〇
九
年

二
月
に
改
訂
版
と
し
て
策
定
し
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
は
、H

5N
1 

の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
ス
テ
ッ

プ
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
想
定
し
て
作
成
し
て
い
る
が
、
仙
台
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
事
前
対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
は
、

五
五
五
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高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
応
す
る
よ
う
な
、
フ
ェ
ー
ズ
分
類
を
し
て
い
る
（
仙
台
市　

二
〇
〇
八
、
五

│
六
頁
）。
ま
た
、
後
述
す
る
が
、
仙
台
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
段
階
（
フ
ェ
ー
ズ
）
の
基
準
は
宮
城
県
の
行
動
計
画
と
連
動

し
て
い
る
。

以
上
、
仙
台
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
全
体
的
な
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
基
本
方
針
に
お
け
る
広
報
に
関
す
る
事
前

対
応
策
を
見
て
い
く
と
、
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
に
広
報
対
応
が
異
な
る
が
、
大
き
く
三
つ

の
対
応
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。（
図
表
1
参
照
）

ま
ず
、
国
外
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
高
病
原
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

が
認
め
ら
れ
た
段
階
の
広
報
対
応
と
し
て
、「
仙
台
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
1
．「
仙
台
市
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
広
報
計
画
」
を
作
成
し
、「
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
発
生
段
階
ご
と

に
応
じ
た
広
報
活
動
を
行
う
」（
仙
台
市　

二
〇
〇
六
ａ
、
一
四
頁
）
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
国
内
も
し
く
は
県
内
（
市
内
）
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
入
っ
て
く

る
こ
と
を
想
定
と
し
た
広
報
体
制
を
確
立
す
る
事
前
策
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

そ
の
際
に
は
、
2
．
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
広
報
担
当
者
を
配
置
し
、
特
定
の
ス

ポ
ー
ク
ス
マ
ン
が
定
期
的
に
記
者
会
見
を
行
い
、
正
確
な
情
報
を
市
民
に
提
供
す
る

と
と
も
に
、
デ
マ
に
よ
る
混
乱
や
市
民
の
不
安
解
消
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

図表 1　フェーズＢ以降の基本的な対応

フェーズB以降の対応

1．「仙台市新型インフルエンザ広報計画」の作成

担当局：消防局（危機管理室）

関係局：総務局、健康福祉局

2．新型インフルエンザ広報担当者の配置

担当局：消防局（危機管理室）

関係局：総務局、健康福祉局

3．市長による発生時の緊急事態宣言

終息宣言等の記者会見の実施

五
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そ
し
て
、
3
．
市
長
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
の
緊
急
事
態
宣
言
と
終
息
宣
言
を
行
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
市
長
は
節
目

ご
と
に
記
者
会
見
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
市
民
に
対
し
て
仙
台
市
の
状
況
や
対
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
仙

台
市　

二
〇
〇
六
ａ
、
一
四
頁
）。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
報
道
機
関
と
連
携
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
状
況
等
の
最
新
情
報
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
市
民
に
伝
え
る
体
制
を
整
え
て
い
る
（
仙
台
市　

二
〇
〇
九
ａ
、
二
頁
）。
ま
た
、
1
〜
3
の
対
応
に
は
担
当
局
が
明
記
さ
れ

て
お
り
、
誰
が
何
を
行
う
の
か
役
割
分
担
を
明
確
化
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
と
い
え
る
。

政
府
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
総
括
会
議
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
と
広
報
官
の
情
報
発
信
に
お
け
る
役
割
分
担
が
不
明
確
で

あ
っ
た
と
い
う
指
摘
や
国
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
不
在
に
関
し
て
総
括
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
厚
生
労
働
省　

二
〇
一
〇
ｂ
）
を
考
慮
す
る
と
、

仙
台
市
の
広
報
に
関
す
る
事
前
対
応
策
は
、
情
報
を
誰
が
管
理
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
専
門
的
な
情
報
の
発
信
を
誰
が
す
る
の
か
、

役
割
が
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
で
は
、
厚
生
労
働
省

内
に
広
報
担
当
官
を
置
き
、
情
報
の
一
元
化
を
図
る
と
と
も
に
、
広
報
担
当
か
ら
定
期
的
に
情
報
の
発
信
を
国
内
、
国
外
に
向
け
て
行
う

こ
と
（
厚
生
労
働
省　

二
〇
〇
九
ａ
、
一
八
頁
）
が
明
記
さ
れ
、
広
報
官
担
当
官
と
厚
生
労
働
大
臣
間
の
役
割
に
つ
い
て
明
確
化
さ
れ
て
い

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
仙
台
市
に
お
い
て
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
情
報
が
一

元
化
出
来
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
記
者
会
見
等
を
確
認
し
、
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
事
後
対
応
の
分
析
の
際
に
こ
の
点
に
つ
い

て
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

具
体
的
な
事
前
対
応

仙
台
市
の
広
報
対
応
に
つ
い
て
は
以
上
の
三
つ
を
中
心
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
図
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表
2
の
対
応
に
な
る
。

仙
台
市
が
定
め
る
フ
ェ
ー
ズ
Ｃ
段

階
ま
で
、
同
じ
広
報
対
応
を
と
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、

仙
台
市
の
具
体
的
な
広
報
対
応
に
つ

い
て
見
て
い
く
。
ち
な
み
に
、
仙
台

市
の
フ
ェ
ー
ズ
設
定
は
県
の
定
め
る

フ
ェ
ー
ズ
設
定
と
同
じ
で
あ
り
、
広

報
を
行
う
に
あ
た
り
県
と
連
携
を

と
っ
て
実
施
す
る
た
め
の
計
画
に

な
っ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

フ
ェ
ー
ズ
Ｃ
段
階
以
前
（
国
内
に

お
い
て
高
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
の
ヒ
ト
へ
の
感
染
被
害
が
発
生

し
て
い
る
段
階
）
に
お
い
て
、
仙
台

市
の
広
報
は
、
あ
く
ま
で
も
国
や
県

の
広
報
を
補
完
す
る
た
め
に
行
う
こ

図表 2　仙台市の新型インフルエンザ発生段階の基準と広報対応

市におけるフェーズ 広報体制と対応について

フェーズＡ（流行期前期） フェーズＣ以前

国内外ともに、高病原性鳥イン
フルエンザウイルスや新型イン
フルエンザウイルスによるヒト
への感染被害が発生していない
状態

対象者：医療関係者、事業者、一般市民
媒　体：市のホームページ、市政だより、記者クラブへの投
げ込み、講演会
方　法：市のホームページ、新聞、テレビ、ラジオを通じた
広報活動
　　　感染症対策に関する事業の普及啓発事業等の際の広報
 （発生当初段階）

フェーズＢ

国外において、高病原性鳥イン
フルエンザウイルスのヒトへの
感染被害が発生している状態

　　あらゆる広報媒体を通じた広報活動
　　新型インフルエンザ単独での普及啓発
 （知識の蓄積段階）
具体的な内容：
一般市民
・一般的な知識、予防方法等の普及啓発
・食糧、日用品等生活必需品の備蓄の啓発
 （知識の蓄積段階）
医療関係者
・BCPへの新型インフルエンザ対策の反映
・医師会を通じ説明会、パンフレットの配布
・従業員の感染時のバックアップ体制の啓発
事業者
・BCPへの新型インフルエンザ対策の反映
・従業員の感染時のバックアップ体制の啓発
・業界団体を通じて説明会、パンフレット配布
※大学、高校、専門学校等
集団発生を防ぐとともに、学生の帰郷など対策を図る取り組
みの啓発

フェーズＣ

国内（県内を含む）において高
病原性鳥インフルエンザウイル
スのヒトへの感染被害が発生し
ている状態

（「仙台市新型インフルエンザへの対応に関する基本方針」表 3、「仙台市新型イ

ンフルエンザ広報計画」を参照し宮脇が修正して作成）

五
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と
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
み
の
単
独
広
報
は
行
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
仙
台
市　

二
〇
〇
六
ｂ
、S6-2 

頁
（
6
）

）。

そ
の
際
、
広
報
の
段
階
を
「
発
生
当
初
段
階
」
と
「
知
識
の
蓄
積
段
階
」
の
二
つ
に
分
け
て
行
う
点
も
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
る
。「
発

生
当
初
段
階
」
に
お
い
て
、
仙
台
市
民
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
含
め
感
染
症
に
関
す
る
知
識
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
感
染
症
の
基
本
と
な
る
知
識
の
普
及
啓
発
活
動
を
広
報
の
中
心
と
し
て
行
い
、
そ
の
後
、
仙
台
市
民
に
知
識
が
あ
る
程
度
蓄
積

し
た
段
階
（「
知
識
の
蓄
積
段
階
」）
で
、
初
め
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
単
独
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
計
画
に
な
っ
て
い
る
。「
発
生

当
初
段
階
」
か
ら
「
知
識
の
蓄
積
段
階
」
に
移
行
し
た
際
に
、
仙
台
市
民
に
対
し
て
、
食
料
・
日
用
品
等
生
活
必
需
品
の
備
蓄
、
事
業
者

に
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
反
映
、
従
業
員
の
感
染
症
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
い
っ
た
具
体
的
な
啓
発
活
動
を
テ
レ

ビ
、
新
聞
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
な
が
ら
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
医
療
関
係
者
に
は
医
師
会
を
通
じ
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
説
明
会
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
意
識
を
高
め
る
た
め
の
広
報
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
仙
台
市　

二
〇
〇
六

ｂ
、S

6-2-S
6-3 

頁
（
7
）

）。

こ
の
よ
う
に
、
仙
台
市
民
の
知
識
の
蓄
積
を
考
慮
し
て
、
広
報
対
応
の
内
容
を
細
か
く
分
け
て
い
る
点
は
情
報
の
伝
達
を
考
え
た
計
画

で
あ
る
と
い
え
る
。

具
体
的
な
事
前
対
応
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
国
内
に
発
生
以
後
）

次
に
、
フ
ェ
ー
ズ
Ｄ
（
国
外
に
お
い
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
い
る
状
態
）、
ま
た
フ
ェ
ー
ズ
Ｅ
（
国
内
（
県
外
＝
市
外
を
除
く
）

に
お
い
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
限
定
的
な
感
染
被
害
が
発
生
し
て
い
る
状
態
）
に
お
け
る
仙
台
市
の
広
報
対
応
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
図
表
3
参
照
）
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図表 3　仙台市の新型インフルエンザ発生段階の基準と広報対応

フェーズＤ フェーズＤ及びＥ

国外において新型インフルエン
ザウイルスの感染被害が発生し
ている状態（ウイルス亜型の検
査で新型インフルエンザウイル
スであることが確認できない段
階において、種々の疫学的条件
から新型インフルエンザウイル
スであることが疑われる場合を
含む。）

対象者：医療関係者、事業者、一般市民
媒　体：市のホームページ、市政だより、記者クラブへの投

げ込み、特別コーナー（新聞、テレビ、ラジオ）、
パンフレット、講演会、広報車等

方　法：あらゆる広報媒体を通じ、最優先で強力な普及啓発
市の他の啓発事業においても可能な範囲で、啓発文
を挿入、パンフレットの配布

具体的な内容：
一般市民
・一般的な知識、ウイルスに応じた症状や危険性の普及啓発
・流行地域に関する情報（市ホームページ、市施設への掲示）
・感染流行地域への渡航禁止（要請）・咳エチケットの励行
（要請）
医療関係者
・医師会を通じ説明会を積極的に行う（フェーズＧにいたる
医療体制など）
事業者
・一般的な知識、ウイルスに応じた症状や危険性の普及啓発

フェーズＥ

国内（県外に限る）において新
型インフルエンザウイルスの限
定的な感染被害が発生している
状態

フェーズＦ フェーズＦ

県外において新型インフルエン
ザウイルスの感染被害が拡大し
ている状態又は県内（市内）に
おいて、新型インフルエンザウ
イルスの限定的な感染被害が発
生している状態

対象者：事業者、一般市民
媒　体：市のホームページ、市政だより、定期発行情報チラ

シ、記者クラブへの投げ込み、特別コーナー（新聞、
テレビ、ラジオ）、パンフレット、講演会、広報車等

方　法：市民の需要の高いと思われる情報を中心に広報
市ホームページ、新聞、テレビ、ラジオ等、更新が
早い媒体を中心

具体的な内容：
一般市民、事業者

・不要不急の外出の自粛
・別居家族、親族、親しい友人とのこまめな連絡
・会社等における社員の健康管理と感染者への支援
・不要不急の会合の自粛　・咳エチケットの励行
・廃棄物の排泄の抑制　　・資源の使用の抑制
・教育機関等に対する長期休暇の振り替え実施

・市民利用施設の稼働状況
・学校の運営　・行政サービスの運営状況
・公共交通機関やライフラインの稼働状況
・総合相談窓口の設置等各種相談の対応状況
・医療機関情報（臨時解説の病院や入院施設に関する情報）

※フェーズＧで想定される状況についての情報の周知

フェーズＧ フェーズＧ

県内（市内）において新型イン
フルエンザウイルスの感染被害
が拡大している状態

基本的にはフェーズＦ段階での広報

（「仙台市新型インフルエンザへの対応に関する基本方針」表 3、「仙台市新型イ

ンフルエンザ広報計画」を参照し宮脇が修正して作成）
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フ
ェ
ー
ズ
Ｄ
、
Ｅ
に
お
い
て
は
、
広
報
車
の
使
用
と
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
等
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、「
最
優
先
で
、
強
力
に
積
極

的
に
普
及
啓
発
活
動
」（
仙
台
市　

二
〇
〇
六
ｂ
、S

6-3 

頁
）
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
随
時
、
市
長
記
者
会
見
を
行
い
、

広
く
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
情
報
を
周
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
は
フ
ェ
ー
ズ
Ｃ
以
前
の
段
階
と
は
異
な
っ

て
い
る
と
い
え
る
（
8
）

。

ま
た
、
広
報
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
ー
ズ
Ｃ
段
階
に
引
き
続
き
、
一
般
的
な
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
う
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
、
予
防
方
法
な
ど
、
よ
り
個
別
具
体
的
な
内
容
を
仙
台
市
民
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
新
た
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

そ
れ
に
関
連
し
て
、
仙
台
市
に
お
い
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、
国
内
（
県
外
＝
市
外
を
除
く
）
に
お
い
て
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
い
る
場
合
、
流
行
状
況
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
封
じ
込
め
が
成
功
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
市

政
だ
よ
り
を
使
用
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。
市
政
だ
よ
り
は
市
民
に
情
報
が
行
き
渡
る
ま
で
時

間
を
要
す
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
、
す
ぐ
に
情
報
を
提
供
で
き
る
媒
体
を
中
心
に
広
報
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
点
も
仙
台
市
の
広
報
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
情
報
を
早
く
、
多
く
の
人
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
よ
う
な
媒
体
を
使
用
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
確
実
に
市
民
の
家
に
行
き
渡
る
市
政
だ
よ
り
を
活
用
す
る
、
状

況
や
性
質
に
応
じ
た
媒
体
の
使
い
分
け
を
考
慮
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
事
業
者
と
医
療
関
係
者
に
対
し
て
は
、
国
内
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
フ
ェ
ー
ズ
Ｇ
に

至
る
全
般
的
な
医
療
体
制
に
関
す
る
見
通
し
に
つ
い
て
周
知
す
る
広
報
対
応
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
仙
台
市
か
ら
の
要
請
と
し
て
、
感
染
流
行
地
域
へ
の
渡
航
の
自
粛
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
励
行
を
仙
台
市
民
に
対
し
て
行
う
こ
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と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
Ｄ
の
段
階
か
ら
、
仙
台
市
か
ら
の
要
請
が
広
報
対
応
と
し
て
計
画
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
フ
ェ
ー
ズ
Ｆ
（
県
外
に
お
い
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
状
態
又
は
県
内
（
市
内
）
に
お
い
て
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
限
定
的
な
感
染
被
害
が
発
生
し
て
い
る
状
態
）
に
お
い
て
は
、「
市
民
に
と
っ
て
特
に
需
要
の
高
い
情
報
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
広

報
す
る
」（
仙
台
市　

二
〇
〇
六
ｂ
、S

6-5 

頁
）
こ
と
を
前
提
と
し
て
対
応
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
広
報
担
当
者
の
記

者
会
見
を
定
期
的
に
開
催
し
、
充
実
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
報
道
機
関
に
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関

す
る
特
別
欄
の
依
頼
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
、
仙
台
市
民
へ
の
周
知
を
徹
底
さ
せ
る
広
報
体
制
を
構
築
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
さ
ら

に
、
前
段
階
の
フ
ェ
ー
ズ
Ｄ
、
Ｅ
で
は
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
、
市
政
だ
よ
り
な
ど
仙
台
市
民
へ
情
報
が
す
ぐ
に
伝
わ
り
づ
ら
い
、
タ
イ

ム
ラ
グ
が
あ
る
媒
体
も
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
蔓
延
期
に
備
え
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
て
仙
台
市
民
へ
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
情
報
の
周
知
徹
底
を

図
る
広
報
体
制
を
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
機
能
に
関
す
る
情
報
に
関
し
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
更
新

に
比
較
的
時
間
の
か
か
ら
な
い
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
周
知
と
社
会
機
能
に
関
す
る
情

報
の
周
知
（
9
）

に
関
し
て
、
区
別
を
し
対
応
策
を
計
画
し
て
い
る
点
は
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
段
階
に
な
る
と
仙
台
市
に

患
者
が
発
生
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
患
者
の
発
生
状
況
を
各
区
単
位
で
広
報
し
、
不
要
不
急
の
外
出
の
要
請
、
会
社
等
に
お
け

る
社
員
の
健
康
管
理
と
感
染
者
へ
の
支
援
な
ど
の
要
請
も
市
民
に
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
フ
ェ
ー
ズ
Ｇ
（
市
内
に
お
い
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
状
態
）
の
広
報
対
応
に
つ
い
て
見
て
い

く
と
、
フ
ェ
ー
ズ
Ｆ
の
段
階
と
同
じ
広
報
対
応
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
図
表
3
参
照
）。
し
か
し
な
が
ら
、
異
な
る
点
は
、
初
回
に

五
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二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
仙
台
市
の
広
報
と
そ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
（
宮
脇
）

（
一
九
一
一
）

限
り
市
長
が
記
者
会
見
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
が
、
仙
台
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
事
前
の
広
報
対
応
で
あ
る
。
こ
の
事
前
対
応
策
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
、

新
聞
、
ラ
ジ
オ
等
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
広
報
が
、
広
報
対
応
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
市
長
会
見
に
つ
い
て
も
広
報
担
当

者
の
記
者
会
見
も
節
目
ご
と
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
伝
え
る
媒
体
と
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
意
識
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

そ
の
た
め
、
以
下
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
広
報
の
事
後
対
応
に
つ
い
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
関
係
す
る
市
長
会
見
を
中

心
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

事
後
対
応

仙
台
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
後
の
広
報
対
応
に
つ
い
て
時
系
列
的
に
見
て
い
く
と
（
図
表
4
参
照
）、
二
〇
〇
九
年
四
月
二
八

日
に
「
仙
台
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
」、
仙
台
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
基
準
を

フ
ェ
ー
ズ
Ｂ
か
ら
フ
ェ
ー
ズ
Ｄ
に
切
り
上
げ
た
。
そ
の
対
応
に
伴
い
、
当
時
の
梅
原
市
長
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
市
民
に
向
け
て
の
記
者
会
見
を
行
っ
て
い
る
（
10
）

。
こ
の
事
後
対
応
は
、
事
前
対
応
の
「
仙
台
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
」
の
広
報
活
動
の
中
に
あ
る
、
節
目
に
お
い
て
市
長
が
記
者
会
見
を
行
う
こ
と
に
該
当
す
る
。
市
長

が
記
者
会
見
を
行
っ
た
、
二
〇
〇
九
年
四
月
二
八
日
（
日
本
時
間
）
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
警
戒
レ
ベ
ル
を
フ
ェ
ー
ズ
3

か
ら
4
に
引
き
上
げ
た
こ
と
を
受
け
、
政
府
も
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
」
を
設
置
し
て
い
る
（
首
相
官
邸　

二
〇
〇
九
）。
こ

の
政
府
の
対
応
に
連
動
し
て
、
仙
台
市
も
「
危
機
管
理
対
策
本
部
」
を
設
置
し
て
、
危
機
管
理
対
策
本
部
会
議
を
開
催
し
た
こ
と
か
ら
、
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図表 4　主な広報活動

日時 広報活動の内容

4月28日 市長会見「新型インフルエンザ対策について」フェーズＢからＤへの切り上げ

5月 2日 河北新報社朝刊に相談窓口及び予防啓発（手洗いうがい方法）を掲載

5月12日 市長会見「新型インフルエンザについて」今後の仙台市の対応と啓発

5月20日 市長会見「新型インフルエンザについて」仙台市の医療体制の整備状況について

6月 1日 6月の市政だよりと共に手洗いうがいの励行を盛込んだチラシを配布

6月30日
市長会見「新型インフルエンザ対応策について」
医療体制の切り替え、仙台市の発熱外来の廃止

8月31日
記者発表「市内の保育所におけるインフルエンザ患者の集団発生について」
記者発表「市内の児童館におけるインフルエンザ患者の集団発生について」

9月 3日 記者発表「小学生児童欠席率の地理的分布状況の公表について」

9月 7日 記者発表「市内の保育所におけるインフルエンザ患者の集団発生について」

9月 8日 記者発表「仙台市内の認可保育施設における患者発生について」

9月10日 記者発表「インフルエンザ注意報の発令について（注意喚起）」

9月16日 記者発表「新型インフルエンザ相談窓口の設置について」

9月19日
新型インフルエンザ関連の市民講演会
事業者向けの講演会の開催（ 9月 9日に記者発表）

9月25日 記者発表「市内の保育所におけるインフルエンザ患者の集団発生について」

10月27日 記者発表「インフルエンザ症状が見られた場合は早めに受診しましょう」

10月29日
記者発表「新型インフルエンザの患者急増への対応について」
在宅当番医の増加と感染者報告者の推移

11月 4 日
市長会見「新型インフルエンザの患者急増への対応について」
非常事態のため医療体制の強化を図る　普及啓発活動

11月 5 日
記者発表「新型インフルエンザ患者急増に伴う医療体制の強化について」
在宅当番医の増設について

11月17日 記者発表「新型インフルエンザに感染したと疑われる患者の死亡について」

11月19日
記者発表「新型インフルエンザ患者急増に伴う医療体制の強化について」
在宅当番医の増設について

11月25日
市長会見「新型インフルエンザの患者急増への対応について」
緊急事態ととらえて医療体制の強化を図る

（「感染拡大に備えた新型インフルエンザ対応方針」資料と仙台市記者会見、市

長会見を参照し宮脇が修正して作成）

五
六
四



二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
仙
台
市
の
広
報
と
そ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
（
宮
脇
）

（
一
九
一
三
）

仙
台
市
の
対
応
が
「
仙
台
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
初

動
対
応
に
関
し
て
は
、
事
前
対
応
通
り
に
広
報
対
応
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
え
る
。 

そ
の
後
、
県
内
で
は
六
月
一
一
日
ま
で
、
仙
台
市
に
お
い
て
は
七
月
二
五
日
ま
で
市
内
に
患
者
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
五
月
一
二
日
に

梅
原
市
長
は
会
見
を
行
い
、
そ
の
際
、
岩
崎
副
市
長
も
記
者
会
見
に
同
席
し
て
い
る
。
市
長
会
見
に
副
市
長
が
同
席
し
て
、
記
者
の
質
問

を
答
え
る
こ
と
は
異
例
で
あ
る
と
い
え
る
。
岩
崎
副
市
長
は
感
染
症
の
専
門
家
で
あ
る
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
に
つ
い
て
説

明
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
が
、
市
長
と
副
市
長
で
発
言
に
齟
齬
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
情
報
を
錯
綜
さ
せ
る
要
因
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
五
月
一
二
日
の
記
者
会
見
で
は
、
岩
崎
副
市
長
が
中
心
と
な
り
、
予
防
対
策
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
、
学
校
等
に
対
す
る
説

明
会
、
予
防
策
の
徹
底
を
呼
び
か
け
る
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
仙
台
市
内
で
の
医
療
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を

伝
え
て
い
る
（
岩
崎　

二
〇
〇
九
）。
そ
の
翌
週
の
五
月
二
〇
日
の
定
例
記
者
会
見
で
は
、
仙
台
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
向

け
、
医
療
体
制
の
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

記
者
会
見
と
は
別
に
、
六
月
一
日
に
は
市
政
だ
よ
り
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と
し
て
手
洗
い
や
う
が
い
を
励
行
す
る
チ
ラ
シ

を
入
れ
配
布
し
、
仙
台
市
民
へ
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
広
報
対
応
は
、
フ
ェ
ー
ズ
Ｄ
の
あ
ら
ゆ
る
広
報

媒
体
を
通
じ
て
強
力
に
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
と
い
う
、
広
報
対
応
通
り
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
厚
生
労
働
省
が
六
月
一
九
日
に
「
医
療
の
確
保
、
検
疫
、
学
校
・
保
育
施
設
等
の
臨
時
休
業
の
要
請
等
に
関
す
る
運
用
方
針

（
改
訂
版
）」
を
地
方
自
治
体
に
通
知
し
た
こ
と
か
ら
、
仙
台
市
で
も
七
月
一
日
か
ら
医
療
体
制
が
変
更
さ
れ
る
た
め
、
梅
原
市
長
は
六
月

三
〇
日
に
仙
台
市
の
発
熱
外
来
の
廃
止
と
医
療
体
制
の
切
り
替
え
に
関
す
る
記
者
会
見
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
節
目
ご
と
に
市
長
が
記
者
会
見
を
行
う
こ
と
は
、
仙
台
市
の
基
本
方
針
の
広
報
の
運
用
に
基
づ
く
対
応
で
あ
る
と
い
え

五
六
五
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る
。そ

の
後
、
七
月
二
五
日
に
市
内
で
初
の
感
染
患
者
が
出
た
も
の
の
、
八
月
一
七
日
〜
二
三
日
（
第
三
四
週
）
の
本
格
的
流
行
期
に
入
る

ま
で
は
、
市
長
や
広
報
官
に
よ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
記
者
会
見
は
行
わ
れ
て
い
な
い
（
質
疑
応
答
で
聞
か
れ
た
場
合
の
み
回

答
を
し
て
い
る
）。

九
月
以
降
の
広
報
と
し
て
、
普
及
啓
発
活
動
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
予
防
啓
発
と
し
て
、
九
月
一
九
日
に
市
民
講
演
会
、
事
業
向
け

講
演
会
、
保
育
関
係
者
向
け
研
修
会
等
を
実
施
し
、
そ
の
告
知
の
た
め
に
記
者
発
表
を
開
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
フ
ェ
ー
ズ
Ｄ
の
強
力

な
広
報
対
応
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
後
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
本
格
的
な
流
行
が
始
ま
る
、
九
月
以
降
、
仙
台
市
は
予
防
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
保
育
所
、
幼
稚
園
、

学
校
、
町
内
会
、
自
治
会
、
福
祉
施
設
、
公
共
交
通
機
関
に
配
布
し
、
積
極
的
に
広
報
対
応
行
っ
て
い
る
（
仙
台
市　

二
〇
一
〇
、
四
頁
）。

上
記
の
対
応
も
フ
ェ
ー
ズ
Ｄ
の
仙
台
市
の
広
報
計
画
の
対
応
に
即
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
九
月
一
〇
日
に
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
注
意
喚
起
の
発
令
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
記
者
発
表
を
行
う
こ
と
で
、
仙
台
市
民
に
各
区
別
の
感
染
者
数
の
報
告
を
行
い
、
感
染
予
防

の
た
め
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
再
度
周
知
し
、
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
仙
台
市
内
で
の
本
格
的
な
流
行
期
に
お
け
る
頻
繁
な
記
者
会
見
と
情
報
提
供
が
一
一
月
末
ま
で
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
五
月
か
ら
七
月
ま
で
の
広
報
対
応
と
比
べ
る
と
わ
か
る
（
図
表
4
参
照
）。

記
者
会
見
の
他
に
も
、
予
防
啓
発
活
動
と
し
て
、
一
〇
月
に
仙
台
市
は
正
し
い
手
洗
い
の
方
法
を
周
知
す
る
チ
ラ
シ
を
、
保
育
所
、
幼

稚
園
、
学
校
、
町
内
会
、
自
治
会
、
福
祉
施
設
、
公
共
施
設
に
配
布
し
て
い
た
。
こ
の
対
応
も
基
本
方
針
と
広
報
計
画
に
則
り
対
応
し
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

五
六
六



二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
仙
台
市
の
広
報
と
そ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
（
宮
脇
）

（
一
九
一
五
）

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
広
報
活
動
の
他
に
も
、
一
〇
月
以
降
は
市

政
だ
よ
り
に
よ
る
啓
発
も
毎
月
実
施
し
て
い
た
。
一
二
月
に
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
特
集
を
組
み
、
感
染
し
た
場
合
、
感
染
と
診
断
さ
れ
た
場
合

に
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
情
報
を
掲
載
し
て
啓
発
を
図
っ
て
い

た
（
仙
台
市　

二
〇
〇
九
ｃ
）。

以
上
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
か
ら
仙
台
市
の
広
報

対
応
で
あ
る
が
、
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
報
活
動
は
仙
台
市
の
資
料
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
情
報
を
参
照
し
た
た
め
実
際
に
確
認
が
で
き
て
い
な

い
。
そ
の
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
か
ら
、
仙
台
市
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

対
す
る
広
報
計
画
に
則
っ
て
積
極
的
に
広
報
対
応
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

医
療
従
事
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

で
は
、
実
際
に
仙
台
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
こ
う
し

た
広
報
対
応
は
功
を
奏
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
一
二
年
八
月

に
、
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
際
に
実
際
に
患
者
に
対
し
て

図表 5　新型インフルエンザに対する患者の知識（N＝89）

知識を持っていた

あまり持っていなかった

ある程度知識を持っていた

全く持っていなかった

NA

57.3％
37.1％

1.1％

2.2％

2.2％

五
六
七
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診
療
行
為
を
行
っ
た
医
師
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
分
析
し
、

考
察
し
て
き
た
い
と
思
う
（
11
）

。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
、
通
常
発
熱

外
来
を
受
診
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
仙
台
市
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
罹
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
ま
ず
仙
台
市
医
師
会
に
所
属
す
る

三
二
八
（
当
時
）
の
診
療
所
で
、
診
察
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
こ
の
三
二
八
の
診
療
所
の
医
師
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
で
、

当
時
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
仙
台
市
の
対
応
や
市
民
の
状
況

を
把
握
で
き
る
と
考
え
た
。
も
ち
ろ
ん
、
医
師
の
主
観
が
入
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
仙
台
市
の
対
応
も
患
者
の
状
況
に
も
関

わ
っ
て
い
る
重
要
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
ず
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
し
て
、
患
者
が
ど
の
程
度
知
識
を

持
っ
て
い
た
の
か
質
問
を
し
た
も
の
が
、
図
表
5
で
あ
る
。
こ
の
図
表
の

結
果
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
、「
知
識

を
持
っ
て
い
た
」（
二
・
二
％
）
と
「
あ
る
程
度
知
識
を
持
っ
て
い
た
」

（
五
七
・
三
％
）
と
回
答
し
た
人
を
足
し
合
わ
せ
る
と
、
五
九
・
五
％
と
な
り
、

約
六
割
の
患
者
が
知
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

二
〇
〇
九
年
に
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
知
識
は
マ
ス

図表 6　新型インフルエンザに対する患者の不安（N＝89）

とても不安そうだった

あまり不安そうでなかった

やや不安そうだった

NA

51.7％

23.6％

1.1％

23.6％ 五
六
八



二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
仙
台
市
の
広
報
と
そ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
（
宮
脇
）

（
一
九
一
七
）

メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
、
も
し
く
は
、
仙
台
市
の
広
報
紙
や
チ
ラ
シ
を
通
じ
た
広
報
活

動
に
よ
り
、
人
々
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
診
療
所
に
お
い
て
診
察
し
た
患
者
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
不
安
そ
う
だ
っ
た
か
尋
ね
た
質
問
の
結
果
、「
と
て
も
不
安
そ

う
だ
っ
た
」
と
回
答
し
た
医
師
が
二
三
・
六
％
お
り
、「
や
や
不
安
そ
う
だ
っ
た
」
と

回
答
し
た
医
師
が
五
一
・
七
％
で
、
合
計
す
る
と
七
五
・
三
％
に
な
る
（
図
表
6
を
参

照
）。
医
師
か
ら
見
る
と
、
患
者
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
不
安
を
感
じ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
患
者
の
多
く
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
対
す
る
知
識
は
持
ち
な
が
ら
も
、
不
安
を
感
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち

ろ
ん
、
病
気
に
か
か
り
安
心
し
て
い
る
患
者
は
い
な
い
が
、
仙
台
市
で
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
時
期
（
九
月
）
に
は
致
死
率
が
低
く
、
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
等
で
あ
っ
た
と
い
う
情
報
が
す
で
に
流
れ
て
い
た
と
考
え
る
と
、
高
い

数
字
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
か
ら
仙
台
市
が
行
っ
た
広
報
が
情
報
と

し
て
、
市
民
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
そ
の
効
果
は
医

師
か
ら
す
る
と
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く
と
も
、
仙

台
市
が
広
報
対
策
を
行
い
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
情
報
を
積
極
的
に
市

民
に
対
し
て
送
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
対
応
が
功
を
奏
し
た
と
は
い
え

図表 7　テレビや新聞の報道の影響（N＝89）

とてもそう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

マスコミの報道により、
市民の不安が増大した

0％ 20％ 40％

42.7％ 44.9％

1.1％

11.2％

マスコミの報道により、
診療行為を行う上で
余計な混乱を招いた

32.6％ 33.7％ 30.3％

3.4％

60％ 80％ 100％

五
六
九
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な
い
だ
ろ
う
。

で
は
、
市
民
の
不
安
の
要
因
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
聞
い
た
質
問

が
図
表
7
で
あ
る
。

「
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
よ
り
、
市
民
の
不
安
が
増
大
し
た
」
に
「
と
て
も
そ
う
思
う
」

と
回
答
し
た
医
師
は
四
二
・
七
％
お
り
、「
や
や
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
四
四
・
九
％
を

合
わ
せ
る
と
、
八
七
・
六
％
に
昇
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
医
師
の
多
く
が
仙
台

市
民
の
不
安
に
対
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
何
ら
か
の
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、「
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
よ
り
、
診
療
行
為
を
行
う
上
で
、

余
計
な
混
乱
を
招
い
た
」
に
「
と
て
も
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
医
師
が
三
二
・
六
％
お
り
、

「
や
や
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
、
三
三
・
七
％
と
合
わ
せ
る
と
、
六
六
・
三
％
が
そ
う
思
う

と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
が
医
療
行
為
に
対
し
て
何

ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
仙
台
市
の
広
報
対
応

と
し
て
、
積
極
的
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
む
し
ろ
不
安

が
増
加
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
広
報
対
応
の
影
響
が
そ
れ
ほ
ど
功
を
奏

さ
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

更
に
、
患
者
の
不
安
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
相
関
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
分
析
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
相
関
関
係
が
見
ら
れ
た
。

図表 8　患者の不安とマスメディア報道の相関

患者の不安

マスメディア報道による
市民の不安

マスメディア報道による
診療行為の混乱

0.256＊

0.246＊

※数値は相関係数　＊＊＊：p＜0.001、＊＊：p＜0.01、＊：p＜0.05

五
七
〇



二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
仙
台
市
の
広
報
と
そ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
（
宮
脇
）

（
一
九
一
九
）

ま
ず
、
患
者
の
不
安
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
よ
る
市
民
の
不
安
に
や
や
弱
い
正
の
相
関
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
患
者
が

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
不
安
だ
と
感
じ
て
い
る
医
師
ほ
ど
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
よ
っ
て
市
民
は
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
の
で
あ
る
（
相
関
係
数　

〇
・
二
五
六
）。
ま
た
、
患
者
の
不
安
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
よ
る
診
療
行
為
の
混
乱
に
も
や
や
弱
い

正
の
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
患
者
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
不
安
だ
と
感
じ
て
い
る
医
師
ほ
ど
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
診
療
行
為
に
混
乱
を
招
い
た
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
相
関
係
数　

〇
・
二
四
六
）。
つ
ま
り
、
実
際
に
診
療

し
た
医
師
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
た
患
者
の
多
く
が
不
安
を
感
じ
て
お
り
、
患
者
の
不
安
と
医
師
か

ら
見
た
市
民
の
不
安
や
医
者
の
診
療
行
為
の
混
乱
に
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
少
な
か
ら
ず
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
相
関
分
析

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
仙
台
市
の
広
報
対
応
に
お
い
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
、
そ
の
効
果
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

4
．
結
論

仙
台
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
事
前
対
応
と
事
後
対
応
に
つ
い
て
、
広
報
対
応
を
中
心
に
考
察
を
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
仙
台
市
の
広
報
対
応
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
事
前
対
応
で
あ
る
「
仙
台
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
」
と
そ
の
具
体
的
な
実
施
計
画
と
な
る

「
仙
台
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
広
報
計
画
」
が
国
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
行
動
計
画
」
と
は
異
な
り
仙
台
市
独
自
の
フ
ェ
ー
ズ
分

類
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
広
報
対
応
が
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
両
方
に
対
応
可
能
に
作
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ェ
ー
ズ
Ｄ
の
国
内
発
生
段
階
に
お
い
て
、
市
政
だ
よ
り
が
流
行
情
報
を
知
ら
せ
る
媒
体

五
七
一
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と
し
て
そ
ぐ
わ
な
い
た
め
使
用
し
な
い
と
い
っ
た
具
体
的
な
対
策
を
加
味
し
て
作
成
し
て
い
る
点
は
広
報
対
応
を
円
滑
に
進
め
や
す
く
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
具
体
的
な
事
前
事
後
の
対
応
を
見
て
き
た
限
り
、
概
ね
国
が
推
奨
し
て
い
る
広
報

対
応
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
二
つ
目
の
特
徴
と
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
国
や
県
か
ら
出
さ
れ
る
情
報
を
中
心
に
据
え
、

あ
く
ま
で
も
仙
台
市
は
情
報
を
補
足
す
る
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
国
や
県
か
ら
出
さ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関

す
る
情
報
と
仙
台
市
が
提
供
す
る
情
報
が
異
な
る
こ
と
で
、
仙
台
市
民
が
混
乱
す
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
を

考
慮
す
る
と
、
情
報
の
序
列
に
つ
い
て
、
事
前
の
広
報
計
画
で
決
め
て
い
た
点
は
特
徴
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
仙
台
市
の
記
者
会
見
が
市
長
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
、
広
報
担
当
者
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
状
況
に
つ
い
て
周
知
す
る

分
業
体
制
が
、
市
民
や
事
業
者
に
対
し
て
情
報
を
円
滑
に
提
供
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
本
稿
の
事
前
、
事
後
対
応
の
比
較
だ
け
で
は
明

ら
か
に
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
記
者
会
見
が
ど
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
た
の
か
詳
し
く
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

え
る
。
た
だ
し
、
医
師
に
対
し
て
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
仙
台
市
の
患
者
は
概
ね
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
知
識
を
有

し
て
お
り
、
仙
台
市
か
ら
の
広
報
は
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
医
師
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
市
民
や
患
者
の
不
安
に
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
必
ず
し
も
仙
台
市
の
広
報
対
応
が
「
仙
台
方
式
」
の
中
で
機
能
し
て
い
た
と
は

言
い
切
れ
な
い
と
い
え
る
。
た
し
か
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
知
識
を
多
く
の
患
者
が
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
が
、
仙
台
市
の
広
報
が
市
民
や
患
者
に
対
し
て
、
影
響
を
十
分
に
発
揮
し
た
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
医
師
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
作
用

し
た
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

五
七
二



二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
仙
台
市
の
広
報
と
そ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
（
宮
脇
）

（
一
九
二
一
）

で
は
、「
仙
台
方
式
」
が
上
手
く
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
要
因
と
し
て
広
報
対
応
が
あ
た
る
と
は
い
え
な
い
と
す
る
と
、
か
か
り
つ
け
医

に
診
て
も
ら
う
医
療
体
制
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
要
因
が
あ
る
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

最
後
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
広
報
を
考
え
た
時
に
、
ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
国
と
地
方
自
治
体
と

の
役
割
分
担
で
あ
る
。
国
と
地
方
自
治
体
が
同
じ
情
報
を
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
か
え
て
広
報
す
れ
ば
、
市
民
の
情
報
の
受
け
取
り
方
は
異
な
る

だ
ろ
う
し
、
情
報
の
重
複
は
市
民
に
と
っ
て
、
不
安
を
与
え
る
要
因
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
国
レ
ベ
ル
で
ア
ナ
ウ
ン
ス

す
べ
き
情
報
と
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
べ
き
情
報
は
分
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
線
引

き
す
る
の
か
、
ま
た
、
そ
う
し
た
情
報
の
分
割
を
国
と
地
方
自
治
体
で
ど
う
や
っ
て
連
携
し
て
決
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
か
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。
そ
う
考
え
た
時
に
、
情
報
を
市
民
が
誤
解
せ
ず
に
受
け
取
る
に
は
ど
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
流
せ
ば
よ
い
の

か
、
国
と
地
方
自
治
体
を
含
め
た
分
析
を
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
さ
ら
に
試
み
る
必
要
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

（
1
） 

河
岡
ら
（
二
〇
〇
九
）
は
二
〇
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ブ
タ
に
よ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
定
外
で
あ
っ
た
と
指

摘
し
て
い
る
。

（
2
） 

例
え
ば
、
岡
田
ら
（
二
〇
〇
九
、一
七
六
頁
）
は
感
染
症
の
よ
う
に
迫
り
く
る
危
機
に
は
、
情
報
の
正
確
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
い
か
に
早

く
情
報
を
把
握
し
、
市
民
に
伝
達
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
か
と
い
っ
た
点
も
危
機
管
理
と
し
て
求
め
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
3
） 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
う
事
例
で
考
え
る
と
、
広
報
は
市
民
に
医
療
体
制
（
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
診
療
が
受
け
ら
れ
る
の
か
）
を
周
知

す
る
こ
と
に
も
関
わ
り
を
も
ち
、
ま
た
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
関
す
る
情
報
も
行
政
の
広
報
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
今
、
ど
こ
で
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
情
報
も
広
義
の
広
報
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
対
応
全
般
に
関
わ
る
と
い
え
る
。

（
4
） 

リ
ス
ク
に
つ
い
て
はB

eck

（
一
九
八
六
＝
一
九
九
八
）
を
参
照
の
こ
と
。

五
七
三
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（
5
） 

「
欠
如
モ
デ
ル
」
に
対
し
て
、
近
年
藤
垣
を
は
じ
め
と
す
る
科
学
技
術
社
会
論
の
研
究
者
ら
か
ら
は
否
定
的
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
専
門
家
だ
け
が
正
し
い
知
識
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
今
は
素
人
で
も
専
門
性
の
高
い
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

正
し
い
知
識
が
有
る
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
、
あ
る
事
象
に
対
し
て
、
正
し
い
判
断
を
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
原

発
事
故
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
大
惨
事
に
な
る
か
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
は
科
学
者
の
間
で
も
見
解
が
分
か
れ
る
問
題
で
あ
り
、
専

門
家
の
よ
う
に
正
し
い
知
識
を
有
し
て
い
て
も
、
答
え
に
窮
す
る
こ
と
が
起
こ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
正
し
い
知
識
を
有

し
て
い
て
も
正
し
い
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
一
方
で
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
、
岩
手
県
の
一
部
の
小
学

生
た
ち
が
日
頃
か
ら
地
震
が
お
き
た
場
合
に
す
ぐ
に
高
台
に
逃
げ
な
さ
い
と
教
え
ら
れ
て
き
た
事
例
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
小
学
生
た
ち
は
無
事
に

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
、
ま
さ
し
く
、
日
頃
の
教
育
が
も
た
ら
し
た
効
果
で
あ
る
。
現
在
、
気
象
庁
で
は
地
震
が
起
き

た
際
に
、
津
波
に
関
す
る
情
報
を
い
か
に
出
す
べ
き
か
検
討
を
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
情
報
を
ど
の
よ
う
に
市
民
に
伝
え
る
こ
と
が
効
果
的

か
と
い
う
考
え
方
、
す
な
わ
ち
市
民
へ
の
啓
蒙
と
正
し
い
情
報
の
伝
達
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
6
） 

仙
台
市
の
広
報
対
応
が
国
や
県
の
補
完
的
な
情
報
を
出
す
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
以
後
も
変
わ
ら
な
い
。

（
7
） 

二
〇
〇
九
年
に
五
月
に
作
成
さ
れ
た
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
八
に
お
い
て
、
平
時
か
ら
の
感
染
予
防
の

啓
発
の
た
め
「
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
」
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
（
仙
台
市　

二
〇
〇
九
ａ
、
二
頁
）。

（
8
） 

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、
市
町
村
が
行
う
広
報
活
動
と
し
て
、
街
宣
車
、
ビ
ラ
の
配
布
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
推
奨
し
て
い
る
（
厚
生
労
働
省　

二
〇
〇
九
ｂ
、
五
五
頁
）。
ま
た
、
そ
の
他
の
広
報
活
動
と
要
請
は
学
校
等
の
臨
時
休
業
、
集

会
・
興
行
の
自
粛
、
公
共
施
設
の
閉
鎖
、
公
共
交
通
機
関
の
運
行
自
粛
等
で
あ
り
、
事
業
者
に
お
い
て
は
、
住
民
の
最
低
限
の
生
活
維
持
の
た
め
に

不
可
欠
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
等
を
除
き
、
可
能
な
限
り
休
業
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
の
運
行
自
粛
要
請
に
当
た
っ
て
は
、
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、
地
域
内
外
の
住
民
や
利
用
者
に
周
知
徹
底
し
、
理
解
を
求

め
る
と
い
う
こ
と
を
市
町
村
に
も
お
願
い
を
し
て
い
る
。

（
9
） 

行
政
サ
ー
ビ
ス
情
報
と
社
会
機
能
に
関
す
る
情
報
は
、
市
民
利
用
施
設
の
稼
働
状
況
、
学
校
の
運
用
状
況
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
状
況
、
公

共
交
通
機
関
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
稼
働
状
況
、
各
種
相
談
窓
口
の
対
応
状
況
、
医
療
機
関
情
報
な
ど
で
あ
る
（
図
表
3
を
参
照
）。
ま
た
「
新
型
イ

五
七
四



二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
仙
台
市
の
広
報
と
そ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
（
宮
脇
）

（
一
九
二
三
）

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
は
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
相
談
窓
口
等
を
通
し
て
、
地
域

の
感
染
状
況
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
係
る
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
や
発
熱
外
来
に
関
す
る
情
報
を
そ
の
地
域
に
提
供
す
る
こ
と
（
厚
生
労
働
書　

二
〇
〇
九
ｂ
、
一
三
〇
頁
）
と
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仙
台
市
の
対
応
も
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
と
概
ね
一
致
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
） 

市
長
会
見
は
仙
台
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
記
者
会
見
に
つ
い
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
閲
覧
を
し
た
。

市
長
定
例
記
者
会
見　

http://w
w
w
.city.sendai.jp/kaiken/2009.htm

l

記
者
発
表
資
料　

http://w
w
w
.city.sendai.jp/report/2009/index.htm

l

（
11
） 

二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
応
し
た
仙
台
市
の
診
療
所
に
対
し
て
二
〇
一
二
年
八
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
仙
台
市
医

師
会
の
協
力
に
よ
り
、
現
在
も
開
業
し
て
い
る
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
応
し
た
三
一
四
件
す
べ
て
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
配
票
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
診
療
所
に
対
し
て
行
っ
た
調
査
で
あ
る
が
、
患
者
へ
の
質
問
な
ど
を
通
し
て
仙
台
市
民
の
意

識
を
抽
出
出
来
て
い
る
と
考
え
る
。
調
査
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
調
査
実
施
期
間
：
二
〇
一
二
年
八
月
、
調
査
方
法
：
郵
送
調
査
法
、
配
票

数
：
三
一
四
票
、
回
収
数
：
八
九
票
（
回
収
率
二
八
・
三
％
）、
有
効
回
答
数
：
八
九
票
（
有
効
回
答
率
：
二
八
・
三
％
）
で
あ
る
。

引
用
・
参
考
文
献
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
閲
覧
日
は
全
て
五
月
七
日
）

岩
崎
恵
美
子
（
二
〇
〇
九
）『
間
違
い
だ
ら
け
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応　

新
興
感
染
症
は
本
当
に
怖
い
の
か
？
』
日
文
新
書

岡
田
晴
恵
編
（
二
〇
〇
九
）『
増
補
版　

強
毒
性
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
脅
威
』
藤
原
書
店

河
岡
義
裕
、
堀
本
研
子
（
二
〇
〇
九
）『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
』
講
談
社

木
村
盛
世
（
二
〇
〇
九
）『
厚
生
労
働
省
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
』
講
談
社

外
岡
立
人
（
二
〇
〇
九
ａ
）『
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
真
実
』
幻
冬
舎
新
書　

五
七
五



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
一
九
二
四
）

外
岡
立
人
（
二
〇
〇
九
ｂ
）『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
』
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

中
谷
内
一
也
（
二
〇
〇
六
）『
リ
ス
ク
の
モ
ノ
サ
シ
│
安
全
・
安
心
生
活
は
あ
り
う
る
の
か
』
日
本
放
送
出
版
協
会

藤
垣
裕
子
編
（
二
〇
〇
五
）『
科
学
技
術
社
会
論
の
技
法
』
東
京
大
学
出
版
会

藤
垣
裕
子
・
廣
野
喜
幸
編
（
二
〇
〇
八
）『
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
』
東
京
大
学
出
版
会

B
eck.U

 

（1986
＝1998

） R
isikogesellschaft auf dem

 W
eg in eine andere M

oderne F
rankfurt am

 M
ain: S

uhrkam
p.

（
＝
東
廉
、
伊
藤
美

登
里
訳
『
危
険
社
会  

新
し
い
近
代
へ
の
道
』
法
政
大
学
出
版
局
）

C
ohen, S

. 

（2002

） Folk D
evils and M

oral P
anics, 3rd, R

outledge. 

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
〇
ａ
）「
第
四
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
総
括
会
議　

議
事
録
」

　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/dl/infu100512-29.pdf

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
〇
ｂ
）「
第
二
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
総
括
会
議　

議
事
録
」

　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/dl/infu100412-13.pdf

厚
生
労
働
省
（
二
〇
〇
九
ａ
）「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
行
動
計
画
」

　

http://w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/kettei/090217keikaku.pdf

厚
生
労
働
省
（
二
〇
〇
九
ｂ
）「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

　

http://w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/guide/090217keikaku.pdf

首
相
官
邸
（
二
〇
〇
九
）「
官
房
長
官
記
者
会
見
」（
四
月
二
八
日
）

　

http://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/tyoukanpress/rireki/2009/04/28_p1.htm

l

仙
台
市
（
二
〇
〇
六
ａ
）「
仙
台
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
」

　

http://w
w
w
.city.sendai.jp/kurashi/anzen/kiki/_icsF

iles/afi eldfi le/2010/12/10/sisin_hon.pdf

仙
台
市
（
二
〇
〇
六
ｂ
）「
仙
台
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
広
報
計
画
」

　

http://w
w
w
.city.sendai.jp/kurashi/anzen/kiki/_icsF

iles/afi eldfi le/2010/12/10/sisin_siryou.pdf

五
七
六



二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
仙
台
市
の
広
報
と
そ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
（
宮
脇
）

（
一
九
二
五
）

仙
台
市
（
二
〇
〇
九
ａ
）「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　
http://w

w
w
.city.sendai.jp/kurashi/anzen/kiki/_icsF

iles/afi eldfi le/2010/12/10/0218new
fl u.pdf

仙
台
市
（
二
〇
〇
九
ｂ
）「
感
染
拡
大
に
備
え
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
方
針
」

　

http://w
w
w
.city.sendai.jp/kurashi/anzen/kiki/_icsF

iles/afi eldfi le/2010/12/10/220921_2.pdf

仙
台
市
（
二
〇
〇
九
ｃ
）「
市
政
だ
よ
り　

二
〇
〇
九
年
一
二
月
号
」

　

http://w
w
w
.city.sendai.jp/soum

u/kouhou/shisei/sis0912/index.htm
l

仙
台
市
（
二
〇
一
〇
）「
平
成
二
二
年
度
第
一
回
仙
台
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
危
機
対
策
本
部
員
会
議
資
料
」

　

http://w
w
w
.city.sendai.jp/kurashi/anzen/kiki/_icsF

iles/afi eldfi le/2010/12/10/220921.pdf

追
記　

本
稿
は
平
成
二
四
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
（
政
策
科
学
総
合
研
究
事
業
（
政
策
科
学
推
進
研
究
事
業
）
研
究
課
題
名

「
リ
ス
ク
に
お
け
る
政
策
過
程
の
理
論
モ
デ
ル
の
構
築
│
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
事
例
と
し
て
│
」、
課
題
番
号　

Ｈ
二
三
│

政
策
│

若
手

│

〇
一
三
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

五
七
七




